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審 査 結 果 の 要 旨 
 

１.論文の評価 
球形であることは共通している連行空気泡とフライアッシュについて，単独または併用した際のフレ

ッシュコンクリートの変形摩擦低減，ひいては自己充填性効果を明らかにした。自己充填コンクリート

のモルタル相を対象に，模擬粗骨材としてのガラスビーズの混入によるロート流下速度低下度を指標と

した。鉄筋を有する型枠内に重力の作用のみで充填される自己充填コンクリートの経済性向上のために

開発された，微細気泡を連行して単位セメント量削減を図った気泡潤滑型自己充填コンクリートに球形

粒子の粉体であるフライアッシュを併用して，一層の経済性向上を図ることを目標とした。 
  比較的小さい径の連行空気が摩擦緩和に有効である一方，大きな径のものでは摩擦が増大することを

示した。その境界となる直径は，本研究の範囲では約 450μm であることを示した。共に球形材料であ

るフライアッシュと微細空気泡は共に摩擦緩和効果があるが，その大きさは微細空気泡の方が大きかっ

た。フライアッシュと微細空気を併用した場合，その摩擦緩和効果は両者の合計よりも小さいことが分

かった。 
  経時に対する空気量の安定は施工性の担保に必要不可欠である。フライアッシュ添加の有無，空気連

行剤の種類，そして消泡剤添加の有無により連行気泡径分布を変化させたフレッシュモルタルについて，

時間経過による合泡による大径化とそれによる浮上による空気減少量を，練り上がり時の空気径分布よ

り定量的に説明することができた。本研究の範囲内では，直径 1,500 μm 以上の気泡が浮上して抜ける

ことが分かった。 
  以上，本研究は，フレッシュ時の自己充填コンクリート中の連行空気泡の径の大きさによる摩擦緩和

効果のおよび浮上の有無を，フライアッシュと比較しながらその天下の影響を考慮して明らかにした，

初めての研究となった。 
 
２.審査の経過と結果 
（１）平成３０年１月１０日 博士後期課程委員会で学位論文の受理を決定し、６名がその審査委員と

 して指名された。 
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（２）平成３０年２月１７日 公開論文審査発表会及び最終試験を実施した。 
（３）平成３０年３月６日 博士後期課程委員会で学位授与を可とし、教育研究審議会で承認された。 


